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　目的被服に付じ鳶した蛋白贋ヨれは、一般に気質して不楽ぼ通れヒなり普遠の悲剤で･ほ

牙易に除ま､t!れなﾚヽことかう、酵柔配合拠剤び日本に沁ヽてβ召和4稗かうか販ごれμが、

進溥効果並びに安全卜生。面かう閤題がまじ、依産高が低下した。しかし最近、再び孝販で!

れていろZとかう、現ri.の酵系配合洸剤は薦配合魂剤ど比較して蚕白噴旭れに対してﾋﾟ'の

雅濃の効果があろか左進剤瀧農･ 進増逼疾・沈濯吟咽・予m効果・遮梁希の孤時変化にフ

いて実験検討レ恥幻ぜて最逝な速遭条件と見い宏了こと色目的とし瓦。

　方法蛋白僕遥垢成分左卯白ア心ブ々ソと祭乳カゼインとし、酵素配合洗剤3種と無配

命漏剤1筰左用レヽて男糞布作製o.ト2, 4週間後に予浸0、1, 4-、16時間・洗剤厦

凛0.14.〇皿　0.%'/-・洗濯満凛20、ボ)、&)‘c ・洗濯時間5、10, 10. 助分にてタ一コト

メーターで既岸し瓦。なお^白質・£tば、銅－T。＼＼n-)l､t反射辛法(験ぼ濠料による来色)

の2連とし、測色＼3.烏津-i Iレキパーパス附加尤も豺ﾅ乞ルヽ、洸岸牽色鱒出しre.

　舶釆酷系配加喇3種四研辛に･a差がま匹。また予浸の効果も槌められ、礎測水

澪放邨て予浸l時間が頌効であり、それ以よば大きa膏仏は認めう几リがヽ、配。これI3時

間の経過と澱に繕系落ぽ川低下ずるためと孝沁うれろ。洗増満濃では匍‘ごが島くi,叱で･低

下し瓦。こ几了酵系の廬蕨に対すろ不孝足之とヌ水蛋白質・凝固にdゐため乙孝えう貳る。

さりに経時変化そ記めやれた、

B－48
リ/＼'－セヽによる油脂汚れの洗浄に聞すI 朝呪{第｜報）

　　　リパーゼ活性に及ぼ｀す界面活性刻の影響

大稀､市大生活糾営　藤井|μ､子　0卜良寿子　かI %

　目的　4i W L Tc Y ■>・ヽソ, 肌シャヽｿ｡なt'付% tる'Aれ<r> ti i- ? ?o °/Iむ刎い! れT･あり，

主として人体皮脂に宙東する。皮脂ば逓顛脂肪酸，1-リゲリｔ ･jトヘ泉化水系などのそれ

そヽ｀れ約50% カバなI複雑な混合物てヽヽ，え俤の了･レカ'I 配合凍剤による洗浄て-It, に数的除

去され難くヵヽﾌぶりのﾉ支脂が涛上に残留する。なヵヽでも戌脂荒合物におい1 ,トリデリtリ

にμI 積してぃくft|L 向力ごある。

　本研呪は陥嘆分解糾貪リ; ＼- -C'よよるトリ7"リｔ･) I-ヽのま浄に哨する基硬的昨礼いて，

リパーゼ｀池性に及irす各種外iti冶性剤の影響にっいて検討‘をおご八了こ。

　うf ･;£　リバーt゛に酵母Caniia-　<^y lincLra.ceau　を生皐i とすi 守弧リバ- t'M Y ( S0,000

ソわ　え樋産t K K )をIS Vヽ, 外面活性剤は現ft 洗徊I- 更用されている代表的な各穐のア

ニオン,力千オンおIび非イtン活性剤を便岡に≒　リ/--' ーf活性測鬼の峯漿としてオリ

ーブ池(e 局) を便用しTこ。リ/' - 七活性測定痢　リバ- i::ヽ水盛液I. 0 ml I 呼ifc元性剤水，

瀋液あるいは水ヽ1. 0 ml , 0。; Mリン酸緩衝液(pH V )3.0 mi を句這失杜三ftフラスコにと

リ，37 °CTヽ｀/0 min. TiX置後，あら，ヽじヽめ同藩戻ﾚ丿象持I T-.オリーブ゛浦2 ％乳漢ｒ｡0 'mlt加i,

正碓に20 nin 反応ヽだぞ,了七トン･ エタ; ーIし( I : I )混液20・i I 加えて略系反応t止

め, 0･oりH水酸化ナトリウムでヽ滴支して遊離脂肪酸l もとめr-..

　結果　非イ才ン治性剌水盛淮ヽﾔにおいてばりべ- irヽ冶忙の悟下ほIt とんとヽ｀認められない

ヵ札　アニオンお｀i- びカチオン活性剤水疼液ヽﾔで'は奪しく低T する。まれ, 界面>i性制の油

水界面への吸奪μリi< - ゼ活性に影響を与えi .




